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平成22年度平成22年度決算状況決算状況

一般会計
歳入総額

1,374,305千円

一般会計
歳出総額

1,323,804千円

議会費
25,355千円（1.9%）

村税 45,812千円（3.3%）村債 96,720千円（7.1%）

諸収入 19,289千円（1.4%）

繰越金 51,595千円（3.8%）

寄附金
563千円（0.1%）

財産収入
2,998千円
（0.2%）

使用料及び
手数料
18,064千円
（1.3%）

地方贈与税 11,142千円（0.8%）

分担金負担金
14,917千円（1.1%）

利子割交付金 211千円（0.0%）

株式譲渡所得割交付金 20千円（0.0%）
地方消費税交付金 5,840千円（0.4%）

自動車取得税交付金
1,757千円（0.1%）

地方特例交付金
2,364千円（0.2%）

配当割交付金 58千円（0.0%）

総務費
254,395千円
（19.2%）

諸支出金
262,429千円
（19.8%）

地方交付税
879,908千円
（64.0%） 衛生費

55,282千円
（4.2%）

民生費
157,981千円
（11.9%）

民生費
157,981千円
（11.9%）

公債費
274,801千円
（20.8%）

公債費
274,801千円
（20.8%）

国庫支出金
113,040千円
（8.2%）

県支金
110,007千円
（8.0%）

県支金
110,007千円
（8.0%）

労働費
5千円（0.0%）

農林水産業費
111,942千円（8.4%）商工費

23,413千円
（1.8%）

土木費
69,396千円
（5.2%）

消防費
31,573千円
（2.4%）

教育費
52,548千円
（4.0%）

災害復旧費
4,684千円
（0.4%）

135,587
99,391
20,713
18,888

歳入総額 歳出総額
122,551
99,391
20,713
18,888

区　　　分
国 民 健 康 保 険 事 業
診 療 所 事 業
歯 科 診 療 所 事 業
後期高齢者医療事業

平成22年度特別会計決算状況

37,303
74,464
386,346

歳入総額 歳出総額
37,303
74,464
373,310

区　　　分
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業

合　　　計

（単位：千円）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

付
帯
意
見

一
、
各
種
会
計
決
算

平
成
二
十
二
年
度
知
夫
村
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
関
係
帳
簿
及
び
証
拠
書
類

は
整
備
さ
れ
、
決
算
係
数
は
い
ず

れ
も
符
合
し
、
合
法
的
な
処
理
運

営
と
認
定
し
、
今
後
共
一
層
適
正

な
予
算
執
行
を
希
望
し
ま
す
。

二
、
財
政
と
運
用

平
成
二
十
二
年
度
決
算
で
は
、

地
方
交
付
税
が
前
年
度
比
五
五
、

〇
九
二
千
円
の
増
額
と
な
り
、
四

年
連
続
で
対
前
年
度
を
上
回
っ
て

配
分
さ
れ
た
。

｢

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金｣

等

の
景
気
回
復
支
援
策
が
打
ち
出
さ

れ
、
村
の
各
種
事
業
や
施
策
に
大

き
な
恩
恵
を
受
け
た
結
果
、
実
質

単
年
度
収
支
も
五
四
、
二
三
九
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

初
予
算
時
で
は
予
測
で
き
な
い
良

好
な
状
況
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
が
今
後
も
長
く
続
く
と

は
考
え
に
く
い
。
本
村
の
財
政
運

営
は
、
実
質
公
債
費
比
率
一
六
・

〇
％
、
経
常
収
支
比
率
八
八
・
二

％
と
改
善
さ
れ
た
数
値
結
果
と
な

り
、
概
ね
良
好
な
財
政
運
営
と
思

い
ま
す
。
年
度
末
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
今
後
国
に
お

け
る
財
政
運
営
が
ま
す
ま
す
厳
し

い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後

は
自
主
財
源
に
乏
し
く
地
方
交
付

税
に
六
割
以
上
を
依
存
し
て
い
る

本
村
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
に
お
い

て
、
特
に
歳
出
に
お
け
る
、
村
長
、

職
員
の
人
件
費
の
削
減
や
職
員
に

よ
る
施
設
修
繕
や
救
急
患
者
艇
の

搬
送
業
務
、
霊
柩
車
の
運
転
、
道

路
陥
没
補
修
、
道
路
草
刈
等
の
経

費
削
減
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
は

村
長
を
は
じ
め
職
員
の
努
力
の
賜

物
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
村
長
を
は
じ
め
と
し

て
職
員
一
丸
と
な
り
、
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
充
実
と
受
益
者
負
担
原

則
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
引
き
続

き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
行
財
政
の

運
営
に
一
層
の
尽
力
を
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

委員長

徳田　博史
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議会活動の活性化を目指して

活
動
報
告
知
夫
村
議
会
は
、
島
根
県
町
村
議
会
で
、
唯
一
の
村
議
会
で
あ
り
地

方
分
権
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
議
会
自
ら

の
住
民
と
の
協
働
活
動
を
と
お
し
て
の
各
種
施
策
の
企
画
、
立
案
に
参
加
し
て
、
真
の
住
民
の
負

託
に
答
え
る
議
会
の
あ
り
方
と
活
性
化
を
目
指
し
て
活
動
の
中
、
平
成
二
十
三
年
九
月
ま
で
取
り

組
ん
だ
議
会
活
動
及
び
審
議
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

知
夫
村
を
九
月
二
十
八
日
に
出

発
し
て
、九
月
二
十
九
日
に
は
、島

根
県
市
町
村
振
興
セ
ン
タ
ー
（
松

江
市
）
に
お
い
て
、
島
根
県
町
村

議
会
議
員
研
修
が
開
催
さ
れ
、
県

内
十
一
町
村
か
ら
約
二
〇
〇
名
の

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内

容
は
、
午
前
中
の
講
演
は
、
島
根

県
消
防
防
災
課
の
井
上
幹
雄
氏
が

「
島
根
の
防
災
」
と
題
し
、
東
日

本
大
震
災
を
ふ
ま
え
原
子
力
発
電

所
の
事
故
、
地
震
・
津
波
が
発
生

し
た
ら
島
根
県
全
体
に
ど
れ
く
ら

い
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
か
と
い

っ
た
興
味
深
い
講
演
で
あ
り
ま
し

た
。
午
後
か
ら
の
講
演
は
、
拓
殖

大
学
地
方
政
治
セ
ン
タ
ー
長
・
竹

下
譲
氏
が
、「
住
民
に
評
価
さ
れ
る

議
会
改
革

を
！
」
と

題
し
、
氏

は
三
重
県

教
育
委
員

長
の
経
験

も
あ
り
、

県
議
会
に

出
席
し
た

際
の
議
員
と
の
や
り
取
り
も
交

え
、
住
民
は
、
議
会
に
対
し
厳
し

い
意
見
が
あ
る
半
面
、
議
会
に
無

関
心
な
面
も
あ
る
。
少
し
で
も
住

民
の
意
向
に
沿
っ
た
議
会
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

翌
三
十
日
は
、午
前
九
時
か
ら
隠

岐
島
町
村
議
会
議
員
研
修
会
で
、

世
界
的
に
有
名
な
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の
中
村
ブ
レ
イ
ス
社
長
の
中

村
俊
郎
氏
を
講
師
に
、「
隠
岐
島
は

日
本
海
の
宝
物
」
と
題
し
た
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
隠

岐
に
旅
行
し
地
元
の
人
に
親
切
を

受
け
嬉
し
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
話

さ
れ
、
多
く
の
隠
岐
の
人
と
接
し

た
中
で
、
隠
岐
に
は
地
元
の
人
が

気
づ
か
な
い
貴
重
な「
宝
」が
あ
る

の
だ
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

島
根
県
町
村
議
会
議
員
研
修
・

隠
岐
島
町
村
議
会
議
員
研
修
に
参
加
し
て

九
月
定
例
会
概
略
説
明

九
月
二
十
二
日
か
ら
祝
日
土
日
を
挟
み
二

十
八
日
ま
で
四
日
間
開
催
し
た
。

○ 

一
般
質
問
で
は
、
堂
下
議
員
が
、
知
夫
村
育

児
奨
励
金
条
例
に
つ
い
て
。

向
濱
議
員
が
、知
夫
村
に
お
け
る
今
後
の
財

政
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

高
田
議
員
が
一
、太
陽
光
発
電
の
村
内
推
進

に
つ
い
て
。
二
、村
が
関
わ
る
牛
の
多
頭
飼

育
計
画
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
）
の
推
進
に

つ
い
て
。

三
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
、村
長

の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

主
な
案
件
の
議
決

○ 

知
夫
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
。

○ 

隠
岐
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

規
約
に
つ
い
て
。

○ 

平
成
二
十
三
年
度
知
夫
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）
と
平
成
二
十
三
年
度
知
夫

村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

二
号
）他
一
特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し

た
。

○ 

平
成
二
十
二
年
度
知
夫
村
一
般
会
計
決
算

（
総
額
一
、
三
七
四
、
三
〇
四
千
円
）
と
平

成
二
十
二
年
度
知
夫
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
他
六
会
計
（
総
額
三
八
六
、三

四
六
千
円
）
を
、議
員
全
員
を
委
員
と
す
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、二
日
間

の
委
員
会
審
議
を
経
て
、平
成
二
十
二
年
度

決
算
を
可
決
し
た
。

○ 

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、監
査
委
員
の
審
査
意

見
書
で
は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
と
も
、早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い

て
良
好
で
あ
る
。

○ 

発
議
及
び
陳
情
で
は
、
離
島
振
興
法
の
改

正
・
延
長
を
求
め
る
意
見
書
、
地
方
消
費
者

行
政
充
実
の
た
め
の
国
に
よ
る
支
援
に
関

す
る
陳
情
、T
P
P
交
渉
参
加
反
対
に
関
す

る
陳
情
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
、政
府
等
に
意

見
書
の
提
出
を
し
た
。

皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

七
地
区
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
議
会
に
対

し
、
議
会
開
催
日
の
村
内
放
送
、
一
般
質
問

と
議
事
日
程
の
内
容
を
傍
聴
者
に
配
布
す

る
要
望
が
あ
り
、
九
月
議
会
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、出
郷
者
の
方
の
提
言
が
一
件
あ

り
、
各
月
の
全
員
協
議
会
の
場
に
お
い
て
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
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猛
暑
が
続
く
中
、
知
夫
村
成
人
式
が
八
月
十
四

日（
日
）に
知
夫
村
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
お
盆
が
土
、
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
六

名
の
新
成
人
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年

も
隠
岐
海
上
保
安
署
の
ご
協
力
の
も
と
、
巡
視
船

「
さ
ん
べ
」
で
乗
船
予
約
者
四
十
三
名
と
一
緒
に
中

ノ
島
を
一
周
し
ま
し
た
が
、
特
別
に
操
縦
席
に
座
ら

せ
て
頂
き
普
段
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い
体
験
を

し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
全
員
か
ら
の
自
己
紹
介
、

加
藤
輝
士
さ
ん
の
挨
拶
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
式

典
の
後
の
懇
親
会
は
お
忙
し
い
中
、
道
川
先
生
に
参

加
頂
き
ま
し
た
。

貴
重
な
お
盆
休
み
の
中
、
出
席
し
て
頂
い
た
新

成
人
の
皆
様
、
道
川
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
成
人
式
で

す
が
、
村
で
は
工
夫
を
重
ね
、
こ
の
式
典
が
途
絶
え

る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
帰
省
し
た
時
に
は
「
知
夫
里

は
や
っ
ぱ
り
い
い
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
る
島
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

知夫村成人式
平成23年度

毎年、旧暦の 8月15日に一宮神社の境内で行われる皆一踊
りが、今年は、9月12日に好天に恵まれ行われました。

当日は、小中学生及び教職員全員参加し、仁夫地区の方々と
踊りました。見物人の方々も結構いました。

皆一踊り皆一踊り
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ボランティア
センター

協力会員利用者

④協力依頼
②訪問調査③利用券

　購入

①申請
⑦報告

⑧活動費
　支払

⑤労力提供

⑥支払い

9月27日秋晴れの中、敬老会が開催されました。
出席者は来賓の方を含め115名でした。今年80歳以
上になられたご夫婦1組に社協、老人会より表彰が
ありました。たくさんの方にご協力いただき盛大に
開催されたことを心より感謝申し上げます。

知夫村ボランティアセンターからのお知らせ
ボランティアセンターでは、ボランティアを
必要とする方のご相談を受け付けております。 無　償

話し相手　ごみ出し

買物の手伝い　子守

配食サービスの配達

知夫村ボランティアセンター（知夫村社会福祉協議会内）

TEL  8－2270

敬老会開催される!!

地
みんな
域で支えあう暮らしづくり

80歳以上のご夫婦表彰
おめでとうございます

芸達者勢揃い

みんなで体操
1・2・3

小学校1・2年生によるマルマルモリモリ

教育委員会職員
による爆笑寸劇

社 協 だ よ りぶち

ご相談
お問い合わせ

受付方法▶毎週木曜日  午前9時から11時30分まで電話にて

＊有償の場合の基本料金
　 1 時間500円

有　償

家の周りの草取り

粗大ごみ出し

家の中の掃除

社協職員による
隠岐民謡
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盛
り
上
が
っ
た

関
西
知
夫
会

十
月
十
六
日
、
ホ
テ
ル
コ
ム

ズ
大
阪
に
お
い
て
、
第
四
十
回

関
西
知
夫
会
総
会
が
会
長
の
井

田
進
様
を
は
じ
め
、
九
十
一
名

の
会
員
様
や
関
西
隠
岐
人
会
代

表
の
村
田
英
子
様
御
出
席
の
も

と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
そ
の
冒
頭
に
、
今

は
亡
き
会
員
様
に
一
分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
哀
悼
の
意
を
表
し

た
あ
と
、
主
催
者
を
代
表
し
て

会
長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
今
年
で
四
十
回
の
節

目
を
迎
え
る
関
西
知
夫
会
に
、

村
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
そ

の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。
そ

し
て
総
会
終
了
後
は
み
な
さ
ん

お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
に
入
り

ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
知

夫
村
か
ら
は
隠
岐
民
謡
の
「
あ

ざ
み
会
」
の
出
演
を
依
頼
し
て

お
り
、
し
げ
さ
節
、
隠
岐
相
撲

取
り
節
、
ど
っ
さ
り
節
な
ど
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ご
披
露

い
た
だ
き
、
ま
た
会
員
か
ら
な

る
「
御
越
会
」
の
ど
っ
さ
り
節

に
合
わ
せ
た
息
の
合
っ
た
「
そ

ば
打
ち
お
ど
り
」
な
ど
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
演
芸
の
司
会
者
で

あ
る
知
夫
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
仲
克
忠
会
長
の
名
調
子
と
三

味
線
と
太
鼓
と
唄
の
勢
い
は
と

ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、「
隠

岐
磯
節
」
に
突
入
し
、
会
員
や

来
賓
、
村
か
ら
の
参
加
者
な
ど

が
入
り
乱
れ
て
の
踊
り
や
手
拍

子
に
、
音
響
の
故
障
も
何
の
そ

の
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
ピ

ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。

そ
し
て
仕
上
げ
は
い
つ
も
の

「
盆
踊
り
」。
哀
調
の
あ
る
口
説

き
に
「
チ
ョ
ー
イ
ヤ
ッ
サ
ー
」

「
チ
ョ
ー
イ
ヤ
ッ
サ
ー
」
の
囃

子
声
。「
来
年
も
ま
た
会
わ
ー

ど
」「
の
し
も
元
気
で
こ
い
よ

ー
」
と
互
い
に
声
を
か
け
あ
っ

て
、
最
後
は
関
西
知
夫
会
副
会

長
の
道
川
隆
太
郎
様
の
万
歳
三

唱
で
、
無
事
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

こ
の
総
会
に
参
加
さ
れ
た
会

員
様
を
は
じ
め
、
御
来
賓
の
皆

様
、「
御
越
会
」「
あ
ざ
み
の
会
」

の
皆
様
、
そ
し
て
総
会
の
準
備

等
で
御
尽
力
さ
れ
た
役
員
の
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
こ
と

を
ご
報
告
し
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
課
長　

田
上　

俊
）

第40回 関西知夫会総会開催

（写真撮影：浪花良夫）

井田会長

やらっしゃい
やらっしゃい

♪
♪ヨーホイヨーホイ　　ヨーホイヤナァー 「

う
っ
ま
い
こ
と

　
　

や
る
わ
い
」
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2012.7.21-11.11

こ
の
国
の
は
じ
ま
り
の
物
語

が
綴
ら
れ
た
日
本
最
古
の

歴
史
書
「
古
事
記
」。
そ
こ
に
描

か
れ
た
神
話
の
舞
台
が
「
島
根
」

で
す
。

隠
岐
は
、
古
事
記
の
国
生
み
神

話
に
隠
岐
の
三
つ
子
島
と
し
て
登

場
し
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が

大
八
島
（
日
本
）
を
生
み
出
す
時

に
淡
路
島
、
四
国
に
続
い
て
生
ま

れ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ

ト
が
助
け
た
因
幡
の
シ
ロ
ウ
サ
ギ

は
、
隠
岐
か
ら
や
っ
て
き
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

の
物
語
に
ふ
さ
わ
し
い
地
形
や
景

観
、文
化
な
ど
が
評
価
さ
れ
、隠
岐

ジ
オ
パ
ー
ク
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

国
内
候
補
地
に
決
定
し
ま
し
た
。

島
根
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が

数
々
の
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
島

根
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
そ
の
魅

力
を
磨
き
上
げ
観
光
客
の
皆
様
を

お
も
て
な
し
す
る
こ
と
が
、
観
光

誘
客
だ
け
で
な
く
地
域
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、

「
神
々
の
国
し
ま
ね
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

古
事
記
編
さ
ん
か
ら
一
三
〇
〇

年
を
迎
え
る
来
年
七
月
か
ら
、
神

話
博
し
ま
ね
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

島
根
県
内
各
地
で
神
話
の
ロ
マ
ン

と
魅
力
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
主
会
場
で
あ
る
出
雲
大
社

周
辺
の
特
設
会
場
で
は
、
大
迫
力

の
映
像
で
神
話
の
魅
力
を
体
感
で

き
る
《
神
話
映
像
館
》、
県
民
の

皆
様
ご
自
身
が
出
演
す
る
《
し
ま

ね
魅
力
発
信
ス
テ
ー
ジ
》
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。『
お
も
て
な

し
』
に
つ
な
が
れ
ば
ス
テ
ー
ジ
の

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
我
こ
そ
は

と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
出
演
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
神
話
に
ゆ
か
り
の

あ
る
グ
ッ
ズ
や
お
土
産
等
が
販
売

さ
れ
、
地
元
の
味
覚
を
楽
し
め
る

ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
神
話
の
世
界
に
ふ
れ
て

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

事
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

● 

み
ん
な
で
し
ま
ね
の
は
じ
ま
り

と
オ
ス
ス
メ
を
発
信
す
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

「
し
ま
ね
は
じ
ま
り
通
り
」

http://w
w
w
.shim

ane-
hajim

aru.jp

●
お
問
い
合
せ
先　

神
々
の
国
し
ま
ね
実
行
委
員
会

☎
〇
八
五
二
│
二
二
│
六
七
五
七

神
々
の
国
し
ま
ね

来
年
は
古
事
記
編
さ
ん
か
ら
1
3
0
0
年

主会場である出雲大社周辺の特設会場（イメージ）
会場周辺には、出雲大社や稲佐の浜など、神話を想起させる場所が存在しています。映像、
写真や神楽などを見て神話の魅力を感じた来場者の皆様が、そうした神話ゆかりの地を訪ね歩
きたくなるような会場づくりを行います。

出雲大社

出雲古代歴史博物館

神話映像館

しまね魅力発信ステージ

お知らせ
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平
成
の
大
合
併
に
よ
り
島
根

県
の
五
十
一
町
村
が
十
一

町
村
に
減
少
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
十
一
月
十
九
日
〜
二
十
日
の

二
日
間
松
江
市
向
島
に
あ
る
Ｔ
Ｓ

Ｋ
新
社
屋
建
設
予
定
地
に
お
い

て
、
島
根
県
の
町
村
の
魅
力
を
発

信
す
る
目
的
で
「
輝
け
11
（
イ
レ

ブ
ン
）！！　

し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
、
知
夫
村
か
ら
も
特

産
品
販
売
、
情
報
発
信
等
ブ
ー
ス

を
設
け
て
地
元
の
食
材
を
販
売
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
エ
リ

ア
で
は
知
夫
村
か
ら
は
、
あ
ざ
み

会
の
隠
岐
民
謡
を
は
じ
め
と
す
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
会

場
の
賑
わ
い
に
一
役
か
っ
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
雨
天
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
集
客
目
標
の
一
万
人
の
入
場

者
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

と
う
ふ
ド
ー
ナ
ツ
、
イ
ノ
シ
シ
肉

の
串
焼
き
等
各
町
村
の
ご
当
地
な

ら
で
は
の
特
色
あ
る
特
産
品
が
販

売
さ
れ
来
場
者
に
人
気
を
得
て
い

ま
し
た
。

「

レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ズ
」「
う

ん
、何
？
」「
白
い
船
」

等
の
島
根
を
舞
台
と
し
た
映
画

を
製
作
し
て
い
る
錦
織
良
成
監

督
の
最
新
作
、
隠
岐
の
古
典
相

撲
を
題
材
に
し
た
「
渾
身
」
の

映
画
撮
影
が
、
十
月
二
十
日
に

知
夫
村
の
赤
は
げ
山
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
主
演
の
坂
本
多
美

子
役
の
伊
藤
歩
さ
ん
、
子
役
の

井
上
華
月
さ
ん
を
中
心
と
し
て

ス
タ
ッ
フ
三
十
名
に
て
、
居
島

牧
場
で
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。牧

場
で
牛
を
扱
う
シ
ー
ン
で

は
、
仁
夫
の
南
敬
二
さ
ん
に
撮

影
に
必
要
な
牛
を
何
度
も
集
め

て
い
た
だ
き
繰
り
返
し
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
餌
づ
け
を
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
何
回
も
集

め
る
の
は
至
難
の
業
と
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
大
変
な
気
遣
い
よ
う

で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

驚
く
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
集
ま

り
撮
影
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
牛
集
め
を
演
出
す

る
伊
藤
歩
さ
ん
は
何
度
も
繰
り

返
し
「
も
ー
、
も
ー
」
と
熱
心

九
月
五
日
に
開
か
れ
た
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
で
、

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
国
内
候
補
地
と
し
て
推
薦
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス

コ
の
支
援
の
も
と
で
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
平
成
二

十
二
年
十
月
現
在
で
世
界
二
十
五

か
国
七
十
七
ヶ
所
を
認
定
し
て
お

り
、
日
本
国
内
の
認
定
地
域
は
、

洞
爺
湖
・
有
珠
山
、
糸
魚
川
、
島

原
半
島
、
山
陰
海
岸
の
四
地
域
で

す
。推

薦
の
可
否
を
決
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
四
日
の
三
日
間
、
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
会
か
ら
三
人
の
審
査
委

員
が
来
島
し
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
は
、
地
形
・
地
質
、
発
達
し
た

独
自
の
生
態
系
な
ど
の
見
ど
こ
ろ

が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
伝

え
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
て
い
る
と

い
っ
た
点
で
好
評
価
を
受
け
ま
し

た
。推

薦
は
受
け
ま
し
た
が
、
あ
く

ま
で
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今

後
は
、
隠
岐
四
町
村
な
ど
で
つ
く

る
「
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
」
と
隠
岐
四
町
村
は
、
連
携
し

な
が
ら
、
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

た
ジ
オ
サ
イ
ト
（
地
質
、
地
形
、

歴
史
な
ど
そ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
特

色
づ
け
る
見
学
場
所
や
拠
点
）
の

説
明
看
板
の
設
置
、
外
国
語
対
応

を
進
め
る
な
ど
し
て
、
平
成
二
十

四
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
世
界

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
隠
岐
島

の
地
域
振
興
、
観
光
振
興
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

定
住
交
流
室
だ
よ
り

輝
け
11
（
イ
レ
ブ
ン
）
!!

し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ア

「
渾
身
」映
画
撮
影

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
、

世
界
認
定
に
向
け
て
大
き
く
前
進
!!

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
赤
壁
の
断
崖
は
圧
巻
で
あ
り
、

見
る
人
の
心
を
離
さ
ず
隠
岐
を
代

表
す
る
景
勝
地
と
な
っ
て
い
ま
す
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に
演
技
を
繰
り
返
す
姿
に
プ
ロ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。隠

岐
の
島
を
あ
げ
て
の
古
典

相
撲
の
映
画
製
作
。
来
年
秋
頃

に
全
国
公
開
予
定
。
注
目
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」

が
十
一
月
五
日
、
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
、
多

く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

も
ら
う
た
め
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
い
ろ
い
ろ
と
内
容
を
検
討
し

て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
村
民
の

皆
さ
ん
か
ら
企
画
を
募
集
し
、
民

謡
演
奏
な
ど
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
二

件
、
菊
や
俳
句
な
ど
展
示
発
表
に

十
一
月
十
八
日
、
知
夫
小
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

東
京
演
劇
集
団
「
風
」
に
よ
る
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
星
の
王
子
さ
ま
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

文
化
庁
の
「
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
文
化
芸
術
体
験
事
業
」と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
優
れ
た
舞
台
芸
術

の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
、
豊
か
な

情
操
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

小
中
学
生
、
村
民
あ
わ
せ
て
約

百
二
十
名
が
来
場
し
、
役
者
さ
ん

の
演
技
は
も
ち
ろ
ん
、照
明
、音
響

な
ど
一
流
の
舞
台
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
小
学
五
・
六
年
生
と
中
学
三

年
生
は
歌
で
共
演
し
、
学
校
の
先

生
も
役
者
と
し
て
舞
台
に
立
ち
、

十
八
件
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー

や
和
牛
、
お
で
ん
販
売
な
ど
出
店

と
し
て
十
七
件
の
参
加
が
あ
り
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
村
内
外
よ
り
約
三

百
名
が
来
場
さ
れ
、
展
示
見
学
や

特
産
品
の
購
入
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

午
後
に
は
、
芸
術
鑑
賞
と
し
て

ふ
れ
あ
い
文
化
祭

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
星
の
王
子
さ
ま
」

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
へ
の

お
礼
と
し
て
小
中
学
生
が
「
い
の

ち
の
歌
」
を
合
唱
し
舞
台
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
よ
る
和
太
鼓
や
津
軽
三

味
線
の
演
奏
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な

ど
ス
テ
ー
ジ
も
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
薄
型
テ
レ
ビ
や

灯
油
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
な
ど
豪
華

景
品
の
抽
選
会
が
あ
り
、
当
た
り

外
れ
に
歓
声
と
た
め
息
が
会
場
の

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
最

後
に
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、
楽
し

い
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

左より中本賢さん・伊藤歩さん・南敬二さん・錦織良成監督 伊藤歩さんの牛飼いシーン
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10月2日、恒例の「第56回村民体育大会」が青空の下学校の校庭で行われ、各地10月2日、恒例の「第56回村民体育大会」が青空の下学校の校庭で行われ、各地
区が3組に分かれ競技を競いました。区が3組に分かれ競技を競いました。
超高い玉入れ、綱引き、リレーなど色々な競技が行われました。超高い玉入れ、綱引き、リレーなど色々な競技が行われました。
新種目として、「夫婦円満」と題した競技では、男女ペアが協力して障害を乗り越新種目として、「夫婦円満」と題した競技では、男女ペアが協力して障害を乗り越
えるごとに周りから大きな歓声が上がっていました。えるごとに周りから大きな歓声が上がっていました。
また、ムカデ競走では、中学生に負けまいと大人も全力で取り組んでいました。また、ムカデ競走では、中学生に負けまいと大人も全力で取り組んでいました。

11月25日、小学生と知夫村老人クラブ連合会がニコニコ交流
会を行いました。昔の遊び道具を作り、遊びました。内容は竹ト
ンボ、お手玉、竹馬です。小学生は最初竹馬に上手に乗れません
でしたが、すぐに乗れるようになりました。
老人クラブ連合会の皆さまご苦労様でした。

ニコニコ交流会

第56回 村民体育大会
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お
陰
様
で
平
成
二
十
二
年
度
に
お

い
て
五
名
の
方
か
ら
十
五
万
五
千
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、申
し
込
み
に
際
し
て
は「
ふ

る
さ
と
知
夫
村
」
へ
の
あ
た
た
か
い

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
も
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

匿
名
希
望
の
方
を
除
き
、
広
報
ち

ぶ
の
紙
面
を
か
り
て
氏
名
等
の
公
開

に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
寄
付
者
ご
芳
名
（
順
不
同
）

安
藤　

利
雄
様
（
東
京
都
）

宿　
　

敏
幸
様
（
奈
良
県
）

菊
池　

純
一
様
（
大
阪
府
）

井
田　
　

進
様
（
大
阪
府
）

そ
の
他
匿
名
希
望　

一
名

寄
付
金
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
様
方
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

○ 

何
か
の
お
役
に
立
て
て
下
さ
い
。

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
知
夫
が
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
ご
無
理
の
な
い
範
囲

で
今
後
も
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶

︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶
の
お
礼
お
礼

この 4月よりホテル知夫の里の支配人としてお世話になっています田上潤です。知夫
には 2 年前の 6月に京都からのＵターンで帰ってきました。前職は見た感じとはかなり
違いますが、着物を作る手描き友禅職人でした。京都太秦映画村近くで田上工芸とい
う工房をやっていまして、今も工房は続いています。手描き友禅職人から支配人への転
身に関連性は全くないですが、着物の作家活動をするなかで、ホテルでのファッション
ショーとか、接客等の経験はありました。もともと笑わせること、賑やかなことは大好
き人間ですので、皆様との気楽なお付き合いのほど、よろしくお願いいたします。
ホテル知夫の里での仕事は、スタッフの潤滑油として役に立てるように、何でもやっ
ています。電話受付、運転手、森林組合での草刈り作業経験も役に立っています。この
8ヶ月、数々の失敗もありましたが、その度に「いいけん、いいだわい、仕方がねえだ
わい」と優しく接してくれる皆さんには本当に感謝しています。それでもまだ悩んだり
迷ったりしていると、「ええーい！　まあ、どげでもいいだわい！」とお叱りを受けます。
知夫の人達の決まり文句「まあいいだわい」には、本当に救われました。要するになる
ようにしかならんけんの教えに従うことで、余分な力みも消え、楽になりました。こん
な適切でわかりやすい言葉でご指導していただき、優しく接してくれる人達に出来る限
りのサービスで応えていきたいと思っています。
知夫に生まれたこと、こんなに人情に厚く、すばらしい自然の中で育ったことを誇り

にしています。観光客の方々も口をそろえて島の情と、手つかずの自然を絶賛してくれ
ますから、毎日気分よく仕事が出来ています。
最後になりましたが、スタッフ一同で皆様のお役に立ち、お気軽に寄って頂けるホテ

ルでありたいと願って、精一杯やっていきますので、皆様よろしくお願いいたします。

ご 挨 拶
ホテル知夫の里  支配人

田上　　潤
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編

集

後

記

今
年
を
振
り
返
る
と
、
昨
年
末

か
ら
一
月
、
二
月
は
例
年
に
な
い
積

雪
で
、
三
月
に
は
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
多
く
の
方
が
被
災
し
、
今

で
も
避
難
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

四
月
は
県
知
事
、
村
議
会
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
夏
に
は
恒
例
の

花
火
大
会
、
各
地
区
で
の
盆
踊
り
、

秋
は
村
民
体
育
大
会
、
文
化
祭
が

催
さ
れ
、
小
さ
い
村
で
す
が
賑
や
か

に
行
い
ま
し
た
。

来
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。 

（
﨑
）

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
│

八
│

九
〇
一
三

E
-m
ail:chisen@

chibu.jp

戸
籍
コ
ー
ナ
ー 

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

平
成
23
年
7
月
1
日
〜
平
成
23
年
11
月
30
日
届
出
分

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

広
報
郵
送
料

山
本　

春
知
（
東
京
都
）

埴
岡　
　

満
（
岡
山
県
）

田
畑　
　

勉
（
大
阪
府
）

島
﨑　

良
一
（
神
奈
川
県
）

宮
岡　

靖
司
（
大
阪
府
）

関
西
知
夫
会
（
大
阪
府
）

道
上　
　

亨
（
福
岡
県
）

澤
谷
ツ
モ
ル
（
西
ノ
島
町
）

野
津　
　

盛
（
千
葉
県
）

匿
名
希
望　

一
名

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
川　

心
音

　

保
護
者　

白
川　

満
孝

真
鍋　
　

勝 

福
岡
県

宮
岡　

由
衣 

郡

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

上
川　

武
市
（
97
） 

古
海

並
河　

辨
子
（
95
） 

郡

敷　
　

賀
理
（
63
） 

仁
夫



夏から秋そして冬の

知夫里島
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発 

行
／
知
夫
村　

〒
６
８
４

・
０
１
０
２

隠
岐
郡
知
夫
村
１
０
６
５
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

tel
０
８
５
１
４
・
８
・
２
２
１
１　

fax
０
８
５
１
４
・
８
・
２
０
９
３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

h
ttp
://w

w
w
.c
h
ib
u
-v
ill.c
o
m

　
　

e
-m
a
il:o
c
e
a
n
-d
re
a
m
@
c
h
ib
u
.jp 村の人口（12月1日現在） 人口●622人（男：302人・女：320人）　世帯数●339世帯　65歳以上人口比率●45％


